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平成 28 年７月８日 

各      位 

 

会 社 名  株 式 会 社 Ｐ Ａ Ｌ Ｔ Ｅ Ｋ 

代 表 者 名  代表取締役社長 矢 吹 尚 秀 

 （コード番号 ７５８７ 東証第二部） 

問 い 合 わ せ 先  
取締役ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｻｰﾋﾞｽ 

ﾃ ﾞ ｨ ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ﾝ 本 部 長 
井 上 博 樹 

 （ＴＥＬ  ０４５－４７７－２０００） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年５月９日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

記 

１． 平成 28 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28年１月 1日～平成 28 年６月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に
帰 属 す る 
四半期純利益 

１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

16,550 

百万円 

140 

百万円 

145 

百万円 

82 

円 銭 

7.49 

今回修正予想（Ｂ） 17,290 80 73 37 3.38 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 740 △60 △72 △45 － 

増  減 率（ ％ ） 4.5 △42.9 △49.7 △54.9 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 27 年 12 月期第２四半期) 
13,308 747 713 454 40.93 

 

２． 平成 28 年 12 月期連結業績予想数値の修正（平成 28年１月 1日～平成 28 年 12 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に
帰 属 す る 
当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

32,000 

百万円 

825 

百万円 

780 

百万円 

485 

円 銭 

44.27 

今回修正予想（Ｂ） 33,000 320 260 160 14.61 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 1,000 △505 △520 △325 － 

増  減 率（ ％ ） 3.1 △61.2 △66.7 △67.0 － 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 7 年 1 2 月 期 ) 
28,841 1,361 1,144 674 61.16 
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３． 修正の理由 

●第２四半期（累計）連結業績予想について 

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は民生機器向けのメモリ製品の販売が引き続

き好調に推移したため、前回発表の業績予想を上回る見通しです。 

利益面につきましては、ドル円相場が急速に円高に進行したことにより、当社が仕入先に対して保有

する仕入値引ドル建債権の評価額の減少を含む為替レート変動による影響が△442 百万円発生しました。

前回発表時（５月９日）には、第２四半期累計期間において為替変動の影響が△375 百万円発生すると

見込んでおりましたが、仕入値引ドル建債権の評価額の減少額が想定より増加したため売上原価を押し

上げることとなり、営業利益が減少し業績予想を下回る見通しです。経常利益及び親会社株主に帰属す

る四半期純利益につきましては、営業利益の減少に伴い業績予想を下回る見通しです。 

 

この仕入値引ドル建債権は、一部の主要仕入先との取引方法において発生します。量産案件において

特価を提示する場合、実際の仕入値の減額ではなく、当社がお客様に製品を出荷したことを仕入先に報

告することによって、仕入先から仕入値の減額相当分の値引債権が発行されます。この値引債権がドル

建であるため、為替相場の変動によりドル建債権の評価額が増減します。評価額の増減については、半

導体製品の値決め時の為替レートと納入時の為替レートの差により発生するため、ドル円相場が円高に

進行する際には評価額がマイナスになり、特に為替変動が急速である場合には評価額の減少が大きくな

ります。 

 

●連結業績予想について 

通期連結業績予想につきましては、主に上述の第２四半期連結累計期間における業績修正の内容と下

期における為替レートの変動による影響等を反映させ修正しております。下期において、イギリスのＥ

Ｕ離脱の決定等を受け、ドル円相場が 100 円付近まで急速に円高に進行したことを勘案し６月末での為

替レート 102.96 円で算出したところ、為替レートの変動による影響が△342 百万円発生すると見込まれ

るため、営業利益が大幅に減少いたします。経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきまし

ては、営業利益の減少に伴い業績予想を下回る見通しです。 

 

なお、今回の業績予想の修正について補足説明資料を開示しております。詳細につきましては、本日

公表の「2016 年 12 月期 業績予想の修正 補足説明資料」をご覧下さい。 

 

４． 配当について 

上述のとおり、ドル円相場の急速な円高進行により業績予想の修正を行っております。一方で、事業

自体は堅調に推移しており、為替変動による影響を除いた業績数字（実力値）では、前連結会計年度か

ら売上高、営業利益ともに増加しております。 

 平成 27 年 12 月期 実績 平成 28 年 12 月期 業績予想 

金額 売上高比率 金額 売上高比率 

 

売 上 高 

百万円 

28,841 

％ 

100.0 

百万円 

33,000 

％ 

100.0 

営 業 利 益 1,361 4.7 320 1.0 

為 替 変 動 
に よ る 影 響 

+431 1.5 △785 △2.4 

営 業 利 益 
(為替変動による影響を排除) 

929 3.2 1,105 3.3 
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これらを勘案し、平成 28 年 12 月期の配当につきましては、平成 28 年５月９日開示の第１四半期決

算短信に記載の１株当たり 13 円の配当予想から変更はありません。 

 

 また、当社は本日開催の取締役会において、株主優待制度の導入を決定いたしました。詳細につきま

しては、本日公表の「株主優待制度導入に関するお知らせ」をご覧下さい。 

 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不

確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合

があります。 

以  上 


